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も っ と「 同 友 会 大 田 支 部 」を 知 ろ う ！  参 加 し よ う ！
O T A ●  N O ●  D O Y U

大田支部からのお知らせ

◎大田支部会員数（ 7月現在）

　１７8名（期首１７５名）
◎例会スケジュール：
　８月27日／９月24日
※その他のスケジュールは、大田支部ホームページ（https://

ota-doyu.com）をご覧ください。

NEWS

経営者がおすすめする本

『生き方』
出版社：サンマーク出版

稲盛和夫

７年前、前代表とのいざこざから全株式を取得し、私がこの
会社を引継いで良くしていくと覚悟を持っていましたが、経営と
いうものを全く理解しておらず、ただ惰性で仕事をすることしか
できず悶々としていました。勉強しようと思い、立ち寄った書店
のビジネス書コーナーで平積みされていたこの本と出会いました。

巨額の負債を抱えて倒産したJALをたった２年で再上場させた
稲盛氏のことをニュースで知っていたので、すぐに手に取りました。

日本を代表する偉大な経営者が「人として正しいこと」を
判断基準として仕事している事実が、当時の私の経営に対す
る考え方とは全く違い、驚き衝撃をうけました。私もこういう

「生き方」をしたいと本気で思うようになったことを今でも鮮
明に覚えています。

プロローグのタイトル “混迷の時代だからこそ「生き方」を
問い直す“とあります。まさしく、このコロナ禍で先行きの見え
ない「不安の時代」だからこそ、人間は何のために生きるの
かという根本的な問いに正面から向きあうことが必要だと思っ
た次第です。皆さん一度は読んだことはあるとは思いますが再
度読むことをおすすめします。

推薦者：新井 哲雄（株）アートピース

大 田 支 部 2 0 2 0 年 度 ス ロ ー ガ ン

100年に一度の変革の時
と き

代
全員参加で限界突破！！

世界的に猛威をふるう新型コロナウイルスの影響で、大田支部の活動もビデオ会
議ソフト・Zoomを使った例会が開催されるようになりました。コロナ禍の中、こ
れまで開催された大田支部の例会のレポートをお届けします。
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」

「
大
学
を
中
退
し
て
独
立
す
る
も
創
業
間
も
な
く
取
引
先
の
倒
産
で
経
営
危
機
に
直
面
！
更
に
自
身

に
も
最
大
の
危
機
が
降
り
か
か
る
も
逆
境
を
バ
ネ
に
目
指
す
は
売
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従
業
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数
1
0
0
名
」
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厳
し
い
父
親
の
も
と
学
生
時
代
を
過
ご
し
、
大
学
に

進
む
が
続
か
ず
、
中
退
し
て
バ
イ
ト
の
延
長
だ
っ
た
掃
除

の
仕
事
で
22
歳
の
時
に
独
立
を
し
て
、
29
歳
の
頃
に
有

限
会
社
ル
ミ
ナ
ス
と
し
て
登
記
し
ま
し
た
。
会
社
に
し

た
理
由
は
、
か
わ
い
い
後
輩
が
一
緒
に
働
き
た
い
と
言
っ

て
く
れ
た
か
ら
で
し
た
。

会
社
を
設
立
し
て
か
ら
数
ヶ
月
後
、
腰
に
痛
み
を
感

じ
、
あ
る
時
突
然
目
が
見
え
な
く
な
り
、
救
急
車
で

病
院
に
運
ば
れ
ま
し
た
。
当
初
は
原
因
が
わ
か
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
別
の
病
院
で
が
ん
と
診
断
さ
れ
ま
し
た
。

入
院
中
は
、
社
員
ひ
と
り
と
バ
イ
ト
が
仕
事
を
し
て
く

れ
て
、
売
り
上
げ
で
治
療
費
を
払
っ
て
い
ま
し
た
が
、
会

社
の
経
理
を
担
当
し
て
い
た
母
が
、
働
い
て
く
れ
て
い

た
社
員
に
給
料
を
満
額
支
払
わ
ず
、
退
院
後
に
社
員
か

ら
責
め
ら
れ
ま
し
た
。
母
は
私
の
治
療
費
を
払
う
た
め
、

親
戚
中
か
ら
借
金
を
し
な
が
ら
や
り
く
り
し
て
い
た
の

で
す
。
母
に
も
申
し
訳
な
い
し
、
社
員
に
も
申
し
訳
な

か
っ
た
。
医
師
か
ら
は
、
骨
が
弱
く
な
っ
て
い
る
の
で
、

激
し
い
動
き
を
し
て
は
な
ら
な
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
ビ
ル
の
窓
拭
き
を
す
る
た
め
に
、
命
綱
を
腰
に

巻
き
つ
け
て
ロ
ー
プ
で
ぶ
ら
下
が
っ
た
り
も
し
て
い
ま
し

た
。
死
ん
で
も
い
い
ぐ
ら
い
の
覚
悟
で
会
社
の
再
起
に

奮
闘
し
ま
し
た
。

お
金
が
な
い
の
が
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
で
し
た
。
人
に
迷

惑
を
か
け
な
い
ぐ
ら
い
の
お
金
が
欲
し
い
。
そ
し
て
体

裁
を
整
え
る
た
め
に
独
立
し
た
掃
除
と
い
う
仕
事
も
自

分
の
誇
り
に
し
た
い
と
強
く
思
い
ま
し
た
。
現
場
で
働

く
社
員
が
お
客
様
か
ら
尊
敬
さ
れ
る
よ
う
な
仕
事
に
し

た
い
。
こ
の
時
感
じ
た
悔
し
さ
が
、
バ
ネ
と
な
っ
て
現
在

が
あ
り
ま
す
。

同
友
会
に
参
加
し
た
の
は
母
が
先
で
し
た
が
、
そ
こ

に
集
ま
る
方
を
見
て
こ
こ
は
自
分
の
居
場
所
で
は
な
い

と
、
私
が
代
わ
り
に
リ
バ
ー
サ
イ
ド
ブ
ロ
ッ
ク
会
に
入
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
時
掛
け
ら
れ
た
言
葉
で
今
で

も
覚
え
て
い
る
の
が
、
亡
く
な
っ
た
八
百
八
町
の
石
井
誠

二
さ
ん
か
ら
「
宝
は
自
分
の
足
元
に
埋
ま
っ
て
い
る
」
と

い
う
こ
と
で
し
た
。
そ
し
て
板
垣
塗
装
を
経
営
さ
れ
て

い
た
板
垣
さ
ん
か
ら
は
、「
1
億
欲
し
け
れ
ば
歯
を
磨
き

な
が
ら
鏡
に
向
か
っ
て
自
分
に
言
い
き
か
せ
な
さ
い
」
と

言
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
時
の
自
分
に
あ
ま
り
欲
が
な
く
、

肝
心
な
と
こ
ろ
で
頑
張
れ
ず
に
い
た
。
そ
ん
な
と
き
に

彼
ら
先
輩
の
言
葉
を
思
い
出
し
ま
す
。
金
持
ち
に
な
り

た
い
、
事
業
を
伸
ば
し
た
い
と
い
う
強
い
想
い
が
必
要

な
ん
で
す
。

同
友
会
は
勇
気
を
も
ら
え
る

場
で
す
。
大
田
支
部
も
そ
う
い

う
場
所
に
近
づ
け
て
い
き
た
い
。

ワ
ク
ワ
ク
で
き
る
、
出
会
い
が

あ
る
、
仲
間
が
で
き
る
、
刺
激

し
合
う
こ
と
が
で
き
る
。
た
く

さ
ん
の
も
の
が
も
ら
え
る
同
友

会
に
し
た
い
。
支
部
長
に
な
っ
て

ま
だ
2
ヶ
月
し
か
経
っ
て
い
ま
せ

ん
が
そ
う
思
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
苦
難
を
乗
り
越

え
て
会
社
を
経
営
し
て
お
ら
れ

る
島
村
さ
ん
の
お
話
に
、
た
だ
た
だ
驚
く
ば
か
り
で
し

た
。
若
く
し
て
支
部
長
に
な
ら
れ
た
こ
と
に
納
得
が
い

き
ま
す
。
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
が
強
み
に
な
る
と
聞
い
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
が
、
島
村
さ
ん
が
ま
さ
に
そ
れ
を
実
証

さ
れ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
そ
れ
を
払
拭
す
る
た
め
に
精
一

杯
頑
張
る
。
一
番
は
自
分
自
身
の
た
め
に
。
そ
し
て
家
族
、

仲
間
の
た
め
に
。「
か
っ
こ
い
い
お
掃
除
屋
さ
ん
」。
脚
光

を
浴
び
る
日
は
近
い
は
ず
で
す
。

（
レ
ポ
ー
ト
　
山
下
奈
々
　
ラ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
経
営
大
森
）



会社の心

ミッション
（使命）

経営理念

ビジョン
（未来像、夢、願望）

同友会大田支部が主催するイベント情報は、同友会大田支部ホームページ https://ota-doyu.com にアクセス

Report 大田支部活動レポート

実践・経営指針の会
『この危機を乗り越えるぞ！

~経営理念に基づいた経営を考える~』

全従業員の物心両面を満たすことをめざして
株式会社ヒダン・代表取締役社長

松沼英雄さんに聞く「モノづくりの原点」

「未知の世界との出合い」
株式会社大橋製作所・代表取締役会長

大橋正義さんに聞く「不断に学ぶ」

ビジョンを通した心で経営する。

有倉將人氏   （株）日本デジタル通信  

5 月 2 1 日 開 催

1997年に旅行代理業を中心とした商社に入社。前経営陣が大学卒業と同時に社会人経験なしで作った
会社だったため、それまで杜撰な経営となっており入社後すぐに資金ショートで経営難に陥りました。ほぼ
全社員が解雇される中、前経営者たちも去り、多大な負債と3人だけが残り私の経営者としての人生がス
タートしました。1億円を超える借入とその数百万円の毎月の返済が大きな負担となりました。そこで不純な
動機かもしれませんが、まずは食うための仕事、稼ぐための仕事として現在の事業の基となったOA機器販
売事業に取り組みました。借金を返済するために必死に売上を上げるという毎日で過酷な状況でした。

大田支部の広報委員会が活発化！  メンバーが増え、毎月Zoom会議を行っています。大田支部の企業訪問記をお届けします。
自薦、他薦を問わず、取材を希望される企業様を募集しております。お問い合わせください。

※実践・経営指針の会では、参加者が報告者の発表を聞きグループ発表を行ないながら、経営のコアな部分が学べる会です。
ぜひともご参加ください。

（
取
材
：
順
天
堂
大
学
国
際
教
養
学
部
特
任
教
授
　
平
林
正
樹
）

かもしれません。稲盛和夫氏から学ぶことによって大きな気づきを得ました。
気づきとは、今ある現実は全て自分の心が反映されているのだと気づいたことです。初めは頭で理解し

ているだけで本当の気づきではなかったかもしれません。自分自身の心と行動を変えるためにも、長年恨み
の気持ちを抱いていた人に対して自分の心得違いを詫びる手紙を書くことにしました。実際に心に決めて書
き始めると、不思議と恨みの感情が無くなり、心配や気苦労や不安も消え、逆に感謝の気持ちが湧いてき
ました。自分のゆがんだ心のフィルターを通してではなく、ミッションやビジョンを通した心で経営を見るこ
とができるようになったのかもしれません。それからは経営も安定して伸びるようになりました。

２０１０年にミッションができ、２０１２年に行動指針を社員と共有、２０１３年から経営計画発表会をはじ
めました。現在はオフィスの電話工事やネットワーク関係の工事、サーバー設置などを行っています。経営計
画書を作るようになってから、だんだん社員たちが会社に込めた思いを共有してくれるようになりました。

新型コロナ禍においては、テレワークやIT、クラウドの活用需要が増えている。困っているお客さんがいる。
いま弊社ががんばらねば、どうするという気持ちで経営しています。 （レポート  針谷周作  コトノハ（株））

㈱日本デジタル 通信  経営理念

全社員とその家族の物心両面の幸福を追求
すると同時に、全員の力によって地域社会
ならびに国家、　人類の進歩発展に貢献す
る会社をつくる

企業ビジョン
IT業界における正義の味方となり日本中の中
小企業を援ける（決して主役ではなく裏方で
ITにおけるいじめっ子（＝中小企業に合わない
ものを押し付ける会社）などから守り援ける）。

『強きをくじき弱きをたすける』
私たちは、自分の弱さを知っているからこそ
人を援けることができます。そして、傲慢で
強引な力には抵抗して打ち克っていくという
心を大切にします。

利他の心と正義の心

2000年同友会に入会する前に、経営指針の会の夏合
宿に参加して理念を作りました。同年、会社の名前を変え、
現在の株式会社日本デジタル通信としました。

2003年に大田支部に入会、先輩経営者と出会う度に、
自分の経営について真剣に考えるようになりました。この
時はまだ、理念と実態が合致しておらず、ジレンマを感じ
ながら経営していました。その後、リーマンショック直前の
2008年に盛和塾に入塾しました。その頃まで毎日、強い怒
りや恨みを自らの反骨エネルギーにして仕事をしていたの

「元気な企業」訪問記① 「ユニークな企業」訪問記②

ヒダンは、株式会社富士商会を前身として1937

（昭和12）年に東京・墨田区設立され、口紅容器やク

リーム容器等を製造・販売しています。1991（平成

3）年に現在の社名に改名しました。エスティーロー

ダー、ロレアル、DHCなど国内外の化粧品メーカーと

直接取引をしており、シャネル、資生堂とは「ストラ

テジー・パートナー」として協業をしています。

国内市場向けの製品は船橋工場での一貫生産体制

によって「低価格」「短納期」「安定品質」を実現し

ており、多品種少量生産に適応した競争力の高い製

品づくりがヒダンの強みです。仕入れた原料を加工し

て製品として完成させるまでのほぼ全ての工程を、自

社で行っています。これによって、協力工場との分業

であれば生じる製品部品の輸送日数、打ち合わせ時間、

加工日数を大幅に削減することができ、「短納期対応」

を可能にしています。また、「必要なものは自分たち

で作る」を合言葉に、設備や治具の内製化を行って

いる点にも特長があります。これによってコストの削

減、タイムリーな製造工程の修理、短納期の実現が

可能となり、さらには設備構造や特性の理解、技術の

伝承と技術力の強化、対応力の維持・向上といった

人材の育成にもつながっています。

1995（平成7）年からは、中国・昆山工場で海外向

け製品の製造を一貫生産方式でおこなっています。海

外向けのビジネスは、何度もトップ同士で交流を重ね

ることや海外営業担当者の育成、価格交渉など、国

内とは異なり悪戦苦闘の連続だったようです。松沼社

長は、「何度でも気長にお客様と会い、繰り返し説明

し、信頼を得ることが基本」と、今でも年間の1/3は

海外を飛び回っていらっしゃいます。

大橋製作所は、1916（大正5）年に東京・芝高輪

界隈にて創業し、今年で創業104年を迎える精密板金

加工とACF接合技術によるマイクロ・エレクトロニク

ス実装装置の開発・製造・販売を複合的に展開して

いるユニークなメーカーです。

大橋正義会長は1980年（昭和55年）に代表取締役

専務に就任された後、当時の同友会・城南支部に入

会された大田支部の生き字引的な存在でいらっしゃい

ます。1984（昭和59）年に発足した「21大田中小企業

政策研究会」では、コーディネーターの樋口兼次・拓

殖大学助教授（当時）をはじめ、様々な視点で物事

を考え研究している学者、行政関係者と中小企業経

営者が共に学ぶことを通して、先を見る眼・本質を掴

む力を養っていかれました。机上論だけでなく世界の

現場事情を目で見て確かめる。1990年前後にはフラ

ンス、東欧経済崩壊前のハンガリー、アメリカなどの

中小企業団体・グループと交流しました。様々なご経

験を経て、経営者が広い視野で問題を見ること、本

質的なことを学ぶ必要性などを痛感し、それらの知識

を実際の経営に活かしてこられました。

今春ご子息に社長職を譲られ御年77歳になられた

大橋さんは、「時代の大転換期においては、無くなる

ものと新たに生まれるものがある」、「大変だけど新し

い未知の世界との出合いがある」と語り、常に前向き

な姿勢が印象的でした。

船橋工場全景 大橋正義会長組立作業 全自動ACF圧着装置製品サンプル
数学の美しさと職人の技が融合した

「数楽アート」


